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地域・保護者・卒業生の皆様へ 

大阪市立西天満小学校 

校舎増築委員会委員長 田井 敦 

校 長        柴山浩一 

玄関および運動場北側施設の一部取り壊し、撤去について 

思い出のワンショットプロジェクト 

梅花の候、皆様にはますますご健勝のことと存じます。平素は、西天満小学校の教育にご

支援、ご協力を賜りありがとうございます。 

さて、すでにお知らせしているように、本校では、

児童数の増加に対応するため、4月より校舎の増築

工事が始まります。新校舎は、現在の玄関を一部取

り壊して、池、自転車置き場から、うんてい、登り

棒、ジャングルジムのあるところに建築されます。

5階建てで、現校舎の１階から4階で接続されます。 

 工事に伴い、正門、玄関の一部、池、自転車置き

場から、うんてい、登り棒、ジャングルジム、砂場の他、植栽の一部も取り壊し、撤去され

ます。（移植可能な植栽は、移植します） 

 現在の校舎は、平成17年 5月に竣工しました。竣工記念式典の記念冊子によりますと、

現校舎建設の計画から竣工にいたるまで、実に10年の歳月を経たそうです。このように、

現校舎、植栽、遊具等は、当時の保護者や地域の皆様の熱い思いのこもったかけがえのない

宝物です。その宝物の一部が、今回、取り壊され、撤去されることになりました。 

子ども達に、そんな宝物への愛着や惜別の情を感じとらせることは、教育の大切な責務で

す。そのことが、将来、西天満小学校の卒業生として、人に優しく、地域を愛し、地域に貢

献する人材を育てることにつながると考えています。 

そこで、「思い出のワンショットプロジェクト」として、今回、工事の対象となっている

箇所から自分のお気に入りのポイント（校舎の一部分や樹木、遊具など）を一か所選んで、

写真や絵と短文で記録に残すという活動を計画しました。 

保護者や地域の皆様にも、ご参加いただき、別れを惜しむ機会にしたいと願っています。                   

次のご案内をご覧ください 

今回、増改築される主な箇所 



思い出のワンショットプロジェクトのご案内 

１．次の目的で実施します 

（１）子ども達や地域の宝物である西天満小学校（解体、撤去される部分）への愛着や惜

別の情を感じとらせ、将来、西天満小学校の卒業生として、人に優しく、地域を愛し、

地域に貢献する人材を育てることにつなげる。 

（２）地域、保護者、卒業生と惜別の情を共有することで、西天満小学校が、地域コミュ

ニティーの核としての役割を果たす。 

（３）新校舎竣工や創立150周年に向けての記録を残す。 

２．こんな方法です 

◆工事の対象となっている箇所から自分のお気に入りのポイ  

ント（校舎の一部分や樹木、遊具など）を一か所選んで、  

A4用紙1枚に、写真や絵と短文で記録に残します。（右例  

参照） 

◆写真は、対象物だけでなく、自分の姿が映り込んでもかまい

ません。また、絵でもかまいません。 

◆用紙は、学校に用意しています。参加ご希望の方は、学校に

お申し出ください。（保護者の方には、お子様を通じて用紙をおわたしします） 

◆記入できましたら、学校（職員室またはポスト）へご提出ください。 

◆ご提出いただいたカードは、校舎竣工や150周年記念などの事業で、掲示、公開さ

せていただくことがあります。返却もできかねます。ご了承ください。 

 

３．期間は次の通りです 

◆2月 18日（土）西天満カーニバルの日から3月１７日（金）まで。 

◆授業のある日の8時半から17時までを原則とします。 

 

４．3月２4日（金）修了式で、「お別れの会」をします。 

8時４５分から講堂で行います。 

保護者や地域、卒業生の方でご希望の方はご参加ください。（事前の申し込みは不要

です。当日、受付でお名前をご記入ください） 

内容は 通常の修了式の後 

①学年の代表数点を発表する。 

②玄関で、学級写真を撮影する。続いて、児童以外でご参加の方の記念撮影もしま

す。 

③ワンショットカードは、クリアファイルに保管して、後日、自由に閲覧していた

だく予定です。 

 

皆様 どうぞ ふるって ご参加ください 

思いでのワンショット 

 

 

 

正門横の梅の花。毎年、きれ

いな姿で、登校を迎えてくれ

ました。長い間、ありがとう。 

校長 柴山浩一 


